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2 特許の紹介について

中部電力の登録となった特許を紹介いたします。

発明の名称　動画像に基づくカメラの3次元運動検出方

法およびその装置

登 録 番 号　特許第3626210号

本発明は、ビデオカメラ等により動画像を撮影した場
合に、得られた動画像に基づいてビデオカメラ等の3次
元運動の高精度検出を可能とします。

発明の概要

本発明の3次元運動検出方法では、動画像内の特徴
点の動き方を解析してカメラの3次元運動を高精度に検
出します。以下にその手順を示します（詳細は第1図の
フローチャートによる）。
なお、（ ）内は装置に関わる各手段です。
①参照フレームを画像中心に画面内において順次所定角
度ずつ回転させて、対応するオプティカル・フロー（画
像内の特徴点の動き）を算出します。（回転処理手段）
②カメラから遠距離にある特徴点に基づいて、カメラの
ピッチング角度およびヨーイング角度を算出します｡
（ピッチング・ヨーイング角度算出手段）
③算出されたピッチング角度およびヨーイング角度に基
づいて参照フレームの特徴点を補正して、カメラの平
行移動成分を算出します。（平行移動成分算出手段）
④算出されたピッチング角度およびヨーイング角度に基
づく補正が施された特徴点に基づいて、オプティカ
ル・フローの収束度を算出します。（収束度算出手段）
⑤オプティカル・フローの収束度が最大になる回転角度
をローリング角度として選択するとともに、対応する
ピッチング角度、ヨーイング角度および平行移動成分
を選択します。（選択手段）

第1図　動画像に基づくカメラの3次元運動検出方法を示した
フローチャート

第2図　CVケーブルの運転時間と水トリー長の関係を示した
データ例

発明の効果

本手法により、ビデオカメラ等の3次元運動が高精度
に検出可能となると、例えば、撮影された動画像にコン
ピュータグラフィックスを精度良く合成することがで
き、臨場感ある景観評価に活用できます。これに加え、
動画像のブレ除去や無人移動ロボットの視覚などへの応
用も考えられます。
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